


























Material Point Method (MPM) に着目し，その手法を拡張し，新たに任意形状の支配





















































よび MPM に基づく離散化を示している．直接法による理論解（Terzarghi の 1 次元圧
























１． 粒子法の一種である Material Point Method (MPM)の新たな空間補完法を新たに
提案し，任意形状の粒子支配領域を定義可能とした．さらに，提案手法による地
盤材料の三次元変形解析結果は実験結果を良く再現しており，地盤材料の破壊お
よび破壊後の大変形解析への適用を実現した． 
 
２． 連続体的大変形の解析に適した提案補間法と不連続的大変形の解析に適した既
存の補間法のお互いの長所のみを活用する，新たなハイブリッド型の地盤大変形
解析手法を提案した．これにより，粒子法が苦手としていた境界値を評価しつつ，
格子法では表現が困難な大変形までを合理的に解析することができる．二次元，
三次元支持力問題を解析し，実問題への高い適用性を示した． 
 
３． 地盤材料の変形問題の解析に必須である間隙水の挙動と土骨格の変形の相互作
用を考慮した，固液二相連成 MPM を確立し，より広範な地盤工学の大変形問題の
解析が可能な手法へと拡張した．加振によって発生する液状化に伴う地盤内の間
隙水圧の挙動を精度よく解析可能であることを示した．  
 
 本論文は，学術上，実際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成３０年８月２１日，論文内容
とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
